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各会場で、手に汗握る熱戦が展開されました。
制限のある生活の中で、様々な我慢を強いられ
ながらも、こつこつと培ってきた力を一気に爆
発させるかのようなエネルギーを感じました。
選手も、応援団も、それぞれの役割に全力を注
ぎ、まさに「心ひとつ」に目標に立ち向かいま
した。３年生の中には、目標に届かなかった人
もいるかもしれません。しかし、仲間とともに、
夢中になって打ち込む経験は、今しかできない
かけがえのないものです。ここで部活動に一区
切りついた人も、これまでの取組に胸を張って、
新たな目標に向かってくれることと思います。
結果の詳細は別紙にてお知らせいたします。野
球の決勝は24日(9時～)、会場は落合球場です。

1 3 日 に 秋 田 市
で、理科教育の振
興のために助成を
行う齊藤憲三・山

﨑禎一顕彰会の研究助成認定交付式が行われ、
本校の科学部に認定証が交付されました。交付
式の中で、認定された28校を代表して、○○
○○さんが「感謝を忘れず、研究に励みたい。」
と謝辞を述べました。

14日、秋田県教
育庁南教育事務所
仙北出張所の大阪
瑞穂出張所長、山
口晃正副主幹、南
教育事務所の判田
咲子副所長が来校
し、全学級・全職

員の授業を参観しました。「生徒と教師の関係
性がよく、落ち着き、安心して授業に向かって
る。」「１年生は明るく元気に、２･３年生は落
ち着いた雰囲気で学んでいる。」「教師が共通実
践事項を意識した授業を行っている。」などの
お褒めの言葉をいただきました。また「話合い
の目的をいっそう明確にすることで、深い学び
につなげること。」や「生徒の発表への価値付
けをしっかり行うべき。」といった指導も受け
ましたので、今後の授業に生かしてまいります。

SDGs 私募債発行に伴うご寄
付として、 12 日の贈呈式で、
斉藤光学製作所の齊藤大樹代
表取締役から、望遠レンズ付

きのデジタル一眼レフカメラを頂戴しました。
教材づくりや行事活動の記録など、様々な教育
活動に活用させていただきます。

20～22日の登校時に、
玄関前で少年保護育成委員
会の方々によるあいさつ運
動が行われました。「あい

さつの美郷」は本校はもちろん、町全体でも推
進していることです。明るく爽やかな朝にする
ためには、元気なあいさつが欠かせません。あ
いさつ運動は来週も行われます。


